第1学年＊組　　技術・家庭科学習指導案

指導者　＊＊ ＊＊

１題材名　生活を豊かにする木製品をつくろう

２題材について

（1） 題材観

　近年、ＤＩＹブームなどにより、ものをつくる楽しみやその意味について注目されている。木材は非常に身近な材料であり、加工が容易で特別な工作機械がなくても取り扱うことができる。しかし、生徒はものを作るという経験が少なく、材料の特徴や道具の使い方についての理解ができないことがある。そこで親しみやすい木材を使用して“生活を豊かにするもの”をつくるという体験を通し、材料に対する知識や製作する技術を習得させることは意義があることと考える。

　日本の国土の６７％が森林で、その多くはスギやヒノキの人口林から成っており、日本の森林問題、自然環境問題に関心を持たせたいと考える。また、木材の欠点をおぎなっている木質材料の、集成材という技術力にも関心を持たせたいとも考える。そこで、本題材ではスギの集成材を使用した。

生徒になじみのある材料を用い、材料に適した道具を使いながら、ものをつくらせる体験を通して安全を意識し、生活を工夫し、よりよいものにしようとする態度や実践力を育てたい。

（2） 生徒の実態


[image: image1]
意欲的に作業に取り組む生徒が多いが、数名は集中力に欠ける。設計段階では、多くの生徒が立体をイメージできずに苦労していたが、すぐに製作品をイメージし、正確に製図を行なうことのできる生徒もいた。

　アンケートによると、多くの生徒がのこぎりを使った経験があるようだが、上手に切断することができたと感じた生徒は半分に満たない。また、多くの生徒が自然環境問題に関心がある。

　本題材では生徒は自由な設計によって製作をおこなう。一人ひとりの興味・関心や製作品の特徴を理解しながら指導にあたっていきたい。そして木材の特徴を理解させるとともに自然環境問題にも目をむけさせたい。

（3） 指導観

　本題材では木製品を一枚板から設計・製作する。設計段階では自分の生活を振り返り、自分の課題を認識しながら生活を豊かにするものを各自で設計する。生徒はものづくりに興味・関心はあるが、ものをつくるための材料の特徴や道具の正しい使い方等の、ものづくりの基礎・基本が身についていない。そこで、製作段階においては材料の特徴や道具の使い方を学びながら製作を進めていく。それらの活動を通し、ものをつくる喜びを味わわせ、安全に配慮する態度を育てたい。さらに、自分の生活に目を向けることで生活を見直し、改善していこうとする態度を育てていきたい。

３題材の目標

	観点
	目標

	生活や技術への関心・意欲・態度
	· 安全に十分配慮して作業を進めようとする。

· 森林問題と新しい木質材料の技術との関係について知ろうとする。

	生活を工夫し創造する能力
	· 自分の生活を見直し、生活を豊かにする“もの”について工夫し、設計することをできるようにする。



	生活の技能
	· 製作に必要な図をかくことをできるようにする。

· 木材に適した道具を使用し、ものをつくることをできるようにする。

	生活や技術についての知識・理解
	· 製作品の構想の表示方法を理解することをできるようにする。

· 木材の特徴を知り、製作に活かそうとする。


４指導計画（鋸引き　５時間扱い）

	時数
	主な学習活動
	評価観点
	評価基準

＊努力を必要とする生徒への手だて
	方法

	①

本時

２

３

４

５
	木材用の切断道具を知る。

木材用の鋸の特徴を知る。

切断の練習を行う。

治具を適切に使用し、切断を行う。

自分の課題を認識し、切断作業を行う。


	関心・意欲・態度

知識・理解

技能

技能

技能

技能

技能


	数ある鋸サンプルの中から木材用の鋸を発見しようとしているか。＊班での話し合いの参加を促すことによって理解を深める。

木工用の鋸の仕組みと効果的な使用方法との関係について理解しているか。＊ワークの練習問題をさせることによって理解を深めさせる。
木材用の鋸を安全に使用できるか。

切断をすることができるか。

＊個別指導をおこなうことによって切断をできるようにする。
材料を的確に固定して正確に作業しようとしているか。

自分の目標にしたがって、まっすぐに切断ができているか。

鋸や万力、作業椅子を正しく使用し切断をしようとしているか。

＊生徒の作品の特徴を考慮し、固定の方法を助言する。
	観察

発表・観察

ワーク

観察

観察

プリント

観察

観察

観察

プリント


５本時の指導

（1） 目標

· 切断の道具、切断の方法について知ろうとする。（関心・意欲・態度／知識・理解）

· 安全に配慮し作業をおこなおうとする。（関心・意欲・態度）

· 鋸の正しい使い方を理解し、けがき線にそって材料を切断しようとしている。

（知識・理解／生活の技能）

（２）展開

	時配
	学習活動と内容
	形態
	教師の働きかけと配慮事項
	資料

	２

１０

７

２

１０

１０

３

５

１
	１前時までの確認をする。

２班で話し合いながら、数種類の鋸から木材用のものを探す。

・各班長が話し合いの結果を黒板に記入する。

・木材用の鋸を理解する。

３木材用の鋸を使用し、練習用の木材片を切断する。


４上手に切断できた理由を考え、発表する。

５木材用の鋸の特徴と正しい使用法を理解する。

· 鋸刃の向き

· あさりについて

· 引くときに力を入れる

· 上からの力はいらない

· 材料の固定

○　練習時に上手に切断できなかった理由を考える。

６鋸の正しい使用法を理解し、自分の材料を切断する。

７後片付けをする。

８切ったときのコツを自分の言葉でプリントに記入し、発表をする。

仲間の発表を聞き、切断するときのポイントをつかむ。

９次時の時間の内容を確認する。
	一斉

班別

個別

個別

一斉

個別

班別

個別

個別

一斉
	簡潔に前時までを振り返る。

他の鋸の特徴にも気づくように助言する。

黒板に各班長が記入しやすいように表をつくる。

（評）木材用の鋸を発見しようとしていたか。

Ⓒ話し合いへの参加を促すことによって理解を深める。

安全に注意して作業をするように指示をする。

図を描き、鋸刃の向きや鋸の特徴について説明する。

あさりのある鋸と、ない鋸を用意し実演する。

正しい切断のしかたの模範実演をする。

（評）木材用の鋸の特徴について理解しようとしたか。

Ⓒワークの問題練習をさせることによって理解を深める。
練習時、上手にできなかった生徒に特に注意をして机間指導をする。

（評）鋸の特徴を理解して切断をしているか。

Ⓒ個別指導を行うことによって切断をできるようにする。

全員で片付けるように促す。

上手にできたときの感覚を自分の言葉で記入するように指示をする。

発表の内容を板書する。
	サンプルの鋸

木材用の鋸、　万力

プリント




木材用の鋸の特徴を理解し、材料をまっすぐに切断しよう！





１　今までに木材を使って何か作ったことがありますか？


　　ある・・・７５％　　ない・・・２５％


２　今までに『のこぎり』を使ったことがありますか？


　　ある・・・７８％　　ない・・・２２％


３　２であると答えた人に聞きます。上手に切断することができましたか？


　　上手にできた・・・４１％　　上手にはできなかった・・・５９％


４　自然環境問題に関心がありますか？


　　ある・・・８４％　　ない・・・１６％














技・家―1

